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コ
モ
市
と
の
姉
妹
都
市
關
係
を
よ
り
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
市
民
に
よ
る
十

日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会
が
発
足
し
て
十
カ
月
。
民
間
レ
ベ
ル
に
よ
る
交

流
と
国
際
交
流
の
基
盤
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
各
種
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
．
中

で
も
、
今
年
度
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
を
探
る
た
め
、

コ
モ
市
へ
六
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。
今
月
は
、
多
彩
な
事
業
を
運
営
し
な
が
ら
、

市
民
ぐ
る
み
で
取
り
組
み
が
始
め
ら
れ
た
交
流
協
会
を
紹
介
し
ま
す
．

昨年9月6日に盛大に行われた発会式

　　　　　　．問い合わせ　十日町商工会議所
　　　　　　　　　　　　　　（暦57－5111）
（年間）2，000円　法人会員（年間）10，000円

十
目
町
・
コ
モ

姉
妹
都
市
交
流
協
会

　
　
　
　
　
　
　
が
発

足

　
昭
和
五
十
年
二
月
コ
モ
市
と
姉
妹

都
市
盟
約
を
結
び
、
正
式
交
流
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
今
年
で
十
七
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
両
市
の
行

政
主
導
に
よ
る
使
節
団
の
派
遣
、
青

少
年
交
流
、
芸
術
家
の
派
遣
、
芸
術

作
品
の
交
換
な
ど
親
善
交
流
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
八
月

以
来
コ
モ
市
か
ら
の
使
節
団
や
青
少

年
の
来
市
が
途
絶
え
て
い
ま
す
。

　
平
成
二
年
十
月
に
盟
約
十
五
周
年

を
記
念
し
た
親
善
使
節
団
（
池
田
収

入
役
団
長
）
の
報
告
に
よ
る
と
、
経

済
交
流
を
求
め
る
声
や
青
少
年
交
流

の
経
費
負
担
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

今
の
ま
ま
で
の
交
流
に
消
極
的
で
あ

る
と
の
印
象
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
民
間
レ
ベ
ル
で
の
交
流
、

国
際
交
流
へ
の
基
盤
確
立
が
課
題
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
は
、
コ
モ
市
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
も
の
で
、
よ
り
一
層

の
友
好
親
善
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
ま
た
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

に
国
際
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う

た
め
に
も
、
積
極
交
流
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
昨
年

九
月
、
民
間
相
互
で
幅
広
く
、
心
の

通
い
合
っ
た
交
流
を
積
極
的
に
進
め

る
た
め
、
一
般
市
民
や
企
業
参
加
に

よ
る
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流

協
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

…
4
8
・
9
＊
絹
織
物
親
善
使
節
団
（
石
坂

　
　
　
　
正
隆
団
長
）
1
9
名
コ
モ
市
訪

　
　
　
　
問
。

㎜
4
9
・
2
＊
コ
モ
市
使
節
団
1
2
名
来
市
。

　
　
9
＊
姉
妹
都
市
提
携
市
議
会
で
議

　
　
　
　
決
。

　
　
n
＊
コ
モ
市
議
会
に
お
い
て
も
議

　
　
　
　
決
。

㎜
5
0
・
2
＊
親
善
使
節
団
（
団
長
”
春
日

　
　
　
　
市
長
）
2
8
名
コ
モ
市
訪
問
。

　
　
　
　
姉
妹
都
市
盟
約
書
に
調
印

　
　
　
　
（
2
7
日
）
。
正
式
交
流
が
ス
タ

　
　
　
　
ー
ト
。

52

・
2
＊
民
間
親
善
使
節
団
（
桑
原
茂

　
　
　
　
喜
団
長
）
3
3
名
コ
モ
市
訪
問
。

53

・
1
1
＊
イ
タ
リ
ア
政
府
派
遣
の
音
楽

　
　
　
　
家
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
。

55

・
1
0
＊
提
携
5
周
年
を
記
念
し
公
式

　
　
　
　
親
善
使
節
団
（
団
長
”
諸
里

　
　
　
　
市
長
）
1
9
名
コ
モ
市
訪
問
。

56

・
5
＊
ス
パ
リ
ー
ノ
市
長
を
団
長
と

　
　
　
　
す
る
コ
モ
親
善
使
節
団
2
0
名

　
　
　
　
来
市
。
姉
妹
ロ
ー
タ
リ
ー
提

　
　
　
　
携
調
印
式
。

57

・
3
＊
「
ト
リ
オ
・
デ
・
コ
モ
」
が

　
　
　
　
二
度
目
の
来
市
。

57

・
8
＊
青
少
年
親
善
使
節
団
（
根
津

　
　
　
　
勝
団
長
）
6
名
コ
モ
市
訪
問
。

　
・
1
1
＊
コ
モ
の
青
年
マ
ル
コ
・
サ
ン

　
　
　
　
ピ
エ
ト
ロ
さ
ん
コ
モ
市
長
の

　
　
　
　
メ
ッ
セ
ー
ジ
携
え
来
市
。

58

・
5
＊
諸
里
市
長
夫
婦
ほ
か
2
名
が

　
　
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
抵
抗
運
動
記
念

　
　
　
　
碑
除
幕
式
に
出
席
の
た
め
コ

　
　
　
　
モ
市
訪
問
。

　
　
8
＊
青
少
年
親
善
使
節
団
（
ジ
ョ

　
　
　
　
バ
ン
ニ
・
ア
ノ
ー
二
団
長
）

　
　
　
　
6
名
が
来
市
。
夏
ま
つ
り
で

2



民
間
交
流
・
国
際
交
流

　
の
基
盤
づ
く
り
を

　
　
　
　
　
　
目
　
指
　
す

　
設
立
さ
れ
た
交
流
協
会
は
、
経
済
・

産
業
・
・
青
少
年
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
コ

モ
市
と
の
姉
妹
都
市
関
係
を
一
層
充

実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
の
基
盤
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

十
数
回
に
わ
た
る
会
議
と
イ
タ
リ
ア

大
使
館
・
政
府
観
光
局
な
ど
へ
の
訪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ら
ま
ち

問
、
先
進
地
で
あ
る
群
馬
県
甘
楽
町

へ
の
視
察
や
コ
モ
市
訪
問
者
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
情
報
収
集
を

手
が
け
て
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
会

員
募
集
と
広
く
市
民
に
理
解
と
協
力

を
願
う
た
め
の
P
R
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
を

も
と
に
中
・
長
期
計
画
を
立
て
、
具

体
的
な
活
動
に
入
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
主
な
事
業
の
内
容
は
ー
。

◆
姉
妹
都
市
提
携
の
理
解
・
普
及
事
業

①
会
員
増
強
事
業
…
目
標
会
員
・
個

人
H
一
三
〇
人
法
人
“
六
〇
社

（
昨
年
度
末
　
個
人
”
七
二
人
、
法

人
二
二
社
）
②
コ
モ
市
人
員
派
遣

事
業
③
コ
モ
市
情
報
コ
ー
ナ
i
設
置

事
業
（
市
役
所
ロ
ビ
ー
）

◆
市
民
・
各
種
団
体
の
交
流
事
業

　
　
長
ロ

　
　
会

麟
　
　
協

　
　
流
慎

熱
モ
交

　
q
肺
沢

鵠
　
＋
姉
吉

　
当
会
が
昨
年
九
月
に
、
各
位
か
ら

の
ご
支
援
に
よ
り
発
足
を
さ
せ
て
頂

き
ま
し
て
か
ら
早
く
も
十
カ
月
目
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
民
間
に
よ

る
姉
妹
都
市
交
流
と
は
ど
ん
な
こ
と

が
出
来
る
の
か
、
な
に
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
？
事
務
局
を
中
心
に
イ

タ
リ
ア
大
使
館
や
先
進
姉
妹
都
市
の

視
察
を
行
い
、
情
報
の
収
集
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現
状
で

の
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
コ
モ
市
と

十
日
町
市
と
の
双
方
の
交
流
の
歯
車

が
円
滑
に
回
る
こ
と
が
肝
要
と
し
て
、

六
月
五
日
よ
り
コ
モ
市
側
の
民
間
交

流
の
窓
口
開
設
要
望
を
主
眼
と
し
た

六
名
の
使
節
団
を
派
遣
い
た
す
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　
お
陰
様
に
て
交
流
の
芽
は
各
分
野

に
わ
た
り
徐
々
に
伸
び
て
ま
い
り
ま

し
た
。
今
後
共
市
民
各
位
の
一
層
の

ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

①
二
十
周
年
「
市
民
文
化
使
節
団
」

訪
問
旅
費
積
立
事
業
②
交
流
基
金
造

成
事
業
③
絵
画
交
換
コ
ン
ク
ー
ル
推

進
事
業

◆
交
流
の
知
識
に
関
す
る
教
育
事
業

①
イ
タ
リ
ア
語
教
育
研
修
事
業
②
食

習
慣
知
識
向
上
事
業
（
イ
タ
リ
ア
ン

フ
ェ
ア
開
催
）

◆
広
報
・
そ
の
他
事
業

①
情
報
紙
発
行
（
年
四
回
）
②
イ
ベ

ン
ト
で
の
会
員
募
集
と
P
R
活
動

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
行
い
、
市
民
に

積
極
的
に
呼
び
か
け
基
盤
づ
く
り
を

進
め
る
と
と
も
に
、
コ
モ
市
へ
の
働

き
か
け
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

民
間
交
流
の

橋
渡
し
を
担
っ
て

　
　
コ
モ
市
訪
問
団
を
派
遣

　
交
流
協
会
の
最
も
重
要
な
取
り
組

み
で
あ
る
、
民
間
交
流
事
業
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
し
た
。
今
後
民
間
レ
ベ
ル

で
も
活
発
に
交
流
で
き
る
よ
う
そ
の

橋
渡
し
を
目
的
に
、
六
月
八
日
か
ら

十
日
ま
で
村
尾
隆
団
長
以
下
六
名
の

交
流
協
会
員
が
コ
モ
市
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　
一
行
ぽ
、
コ
モ
市
長
を
表
敬
訪
問

し
交
流
協
会
の
発
足
と
設
立
趣
旨
を

報
告
し
ま
す
。
そ
し
て
、
十
月
ご
ろ

小
・
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
絵
画
展

の
開
催
と
天
使
幼
稚
園
と
姉
妹
幼
稚

園
に
な
っ
て
も
ら
え
る
幼
稚
園
の
推

薦
な
ど
、
今
後
の
交
流
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
経
済
界
を

含
め
た
各
種
団
体
に
お
会
い
し
、
コ

モ
市
で
も
交
流
を
進
め
る
た
め
の
団

体
の
設
置
か
連
絡
調
整
の
窓
口
の
設

置
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
来
市
さ
れ
た
方
や
交
流
に

理
解
を
持
っ
て
い
る
人
に
会
い
、
今

後
の
交
流
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
重
要
な
任
務
を
担
っ

た
一
行
は
、
現
地
で
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
、
橋
渡
し
に
懸
命
に
努
力

し
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
は
、
文
化
、

風
土
、
経
済
環
境
な
ど
の
違
い
か
ら
、

友
好
関
係
の
継
続
や
民
間
交
流
へ
の

歯
車
を
う
ま
く
か
み
合
わ
せ
る
に
は

長
い
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
今
後
と

も
市
民
の
創
意
と
工
夫
で
、
コ
モ
市

と
の
親
善
を
よ
り
一
層
深
め
る
た
め

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
鰯

コモ市訪問団
蓬難難穰欝雛蜘灘穰i藤灘鱒雛雛灘嚢i獲辮鰯1

麟雛難穰i騰蓬醗縫灘磯藝㈱難驚i灘1難灘

翻難i欝藻購i灘灘灘魏灘難鑓灘嚢㈱i

懇　i灘醗劉叢灘難難舞議蒙懇i蓬難灘i鍵繕i

鍵　縫籔灘繕難籔難欝織藝畿麟灘欝灘饗

鍵　灘籔灘縫鑛灘難癒麟藝総魏騰織叢籔

鑛　繕灘難灘叢難襲灘鐡藝鐵灘獺雛饗難鑛

　
　
　
　
交
流
。

58

・
4
＊
国
際
交
流
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
　
基
金
を
設
置
。

59

・
9
＊
青
少
年
親
善
使
節
団
（
柳
幸

　
　
　
　
一
団
長
）
5
名
が
コ
モ
市
訪

　
　
　
　
問
。

60

・
8
＊
ク
ラ
ウ
デ
ィ
オ
・
ビ
ア
ン
キ

　
　
　
市
評
議
員
を
団
長
と
す
る
親

　
　
　
善
使
節
団
n
名
が
来
市
。

61

・
9
＊
1
0
周
年
を
記
念
し
丸
山
市
長

　
　
　
を
団
長
と
す
る
公
式
親
善
使

　
　
　
節
団
1
4
名
が
コ
モ
市
訪
問
。

　
　
　
あ
わ
せ
て
、
青
少
年
親
善
使

　
　
　
節
団
（
小
林
佳
祐
団
長
）
6

　
　
　
名
も
訪
問
。

62

．
8
＊
コ
モ
市
に
あ
る
国
立
絹
織
物

　
　
63

・
6
　
専
門
学
校
に
2
名
が
留
学
。

2
・
1
0
＊
提
携
1
5
周
年
を
記
念
し
、
池

　
　
　
田
収
入
役
を
団
長
と
す
る
公

　
　
　
式
親
善
使
節
団
と
青
少
年
親

　
　
　
善
使
節
団
（
笠
原
実
団
長
）

　
　
　
2
3
名
が
コ
モ
市
訪
問
。

3
・
9
＊
十
日
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交

　
　
　
流
協
会
設
立
。
併
せ
て
、
ボ

　
　
　
　
ン
ジ
ョ
ル
ノ
・
イ
タ
リ
ア
91

　
　
　
を
開
催
。

鍵

コモ訪問を目指し、イタリア語講座開催

平成4年6月10日3と6ガ訓旨

「“－



　
市
内
の
公
共
施
設
や
文
化
財
、
企
業

を
訪
れ
て
、
市
政
に
関
心
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
、
四
つ
の
コ
ー
ス
を
計
画
し

ま
し
た
。
お
お
ぜ
い
の
皆
さ
ん
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
定
員
各
コ
ー
ス
共
五
十
二
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

■
集
合
時
間
　
午
前
八
時
四
十
五
分
ま

　
で
に
市
役
所
一
階
へ
。

■
参
加
費
　
一
人
一
〇
〇
円
（
保
険
料

轍
鰯
獺
購
　
鰯
嚢
盤

　
　
　
　
　
　
錘

　　
鍵
欝
　
　
難

　
　
ほ
か
）

i
　
く
だ
さ
い
。

　
　
は
参
加
者
負
担
で
す
。

　
■
昼
　
食

　　繍灘癬

申
し
込
み
時
に
払
い
込
ん
で

　
　
市
役
所
ま
で
の
交
通
費

　
　
　
　
各
自
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
A
・
B
コ
ー
ス
は
食
堂
が
あ
り
ま

す
）

■
申
し
込
み
　
六
月
二
十
二
日
㈲
～
七

月
十
七
日
働
ま
で
に
、
総
務
課
文
書

広
報
係
（
智
5
7
1
3
1
1
1
内
線

鵬
・
脳
）
へ
。

OO
Aコース（公共施設中描に見学y　　7漏29日㈱i雫繭9聴～午後4躇20i分

萎 市役所～卸売市場～消防本部～衛生センター～下水処理センター～妻有大橋～クロス
10（昼食）～博物館～総合体育館・武道館～特養ホーム「三好園」～下条中央公園～市役所

Bコース（企業中描に冤学）　　　了月誕日㈱竿繭9膨）午後4時

市役所～卸売市場～㈱工一ワファクトリー～㈱ジャパンクラフト～きもの絵巻館～クロス

10（昼食）～十日町ソフト開発㈱～協立パイパーツ㈱～魚沼スカイライン～市役所

鄭
妻

Cコース（文化財中猫に冤学）　　マ月3鯛㈱竿前9時一葬後4騰20分

¢∋　　　　　晒

愛

　　　　　せきすいそう　　　　　　　　　　　　　　　　　やはなち（

市役所～積翠荘～鉢の石仏～姿箭放神社大ケヤキ’～安養寺松尾社大スギ・円通庵大スギ～平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こうりゆう
成園（昼食）～博物館～神宮寺～大井田城跡～高寵神社～市役所

9舅屡 Dコース（親子で見学）　　　　8月9日㈲午前9時一午後4騰40分
響

市役所～博物館～きもの絵巻館～消防本部～塩之又森林公園（昼食）～大池ミティラー美術

館～神宮寺～特養ホーム「三好園」～市役所

骨
髄
バ
ン
ク
は
一
筋
の
光

　
　
　
　
県
下
初
の
シ
シ
ポ
ジ
ウ
ム
に
四
〇
〇
人

　
五
月
二
十
三
日
ω
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
県

内
で
初
め
て
の
「
骨
髄
バ
ン
ク
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
●
m
十
日
町
」
が
開
か

れ
、
約
四
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
‘

　
こ
の
企
画
は
、
昨
年
十
二
月
に
発
足

し
た
公
的
骨
髄
バ
ン
ク
に
対
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及
と
推
進
を
図
る
た
め
、

市
や
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所
、
商
工
会

議
所
、
農
協
ほ
か
二
つ
の
団
体
が
共
同

で
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　
講
演
で
は
、
実
の
弟
を
骨
髄
異
常
で

亡
く
し
た
ケ
ン
ト
・
デ
リ
カ
ッ
ト
氏
と

自
身
が
骨
髄
移
植
を
受
け
た
東
海
骨
髄

バ
ン
ク
理
事
の
大
谷
貴
子
氏
が
そ
れ
ぞ

れ
講
演
。
「
皆
さ
ん
の
愛
の
心
を
患
者
に

あ
げ
て
く
だ
さ
い
」
（
ケ
ン
ト
氏
）
、
「
患

者
は
い
つ
再
発
す
る
か
分
ら
な
い
不
安

　
　
　
　
の
中
で
生
き
て
い
ま
す
。
血

　
　
　
　
液
型
が
合
う
提
供
者
を
登
録

　
　
　
　
す
る
バ
ン
ク
は
一
筋
の
光
な

　
　
　
　
の
で
す
」
（
大
谷
氏
）
と
訴
え
、

　
　
　
　
出
席
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け

　
　
　
　
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

　
　
　
　
ョ
ン
で
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

　
　
　
　
タ
ー
に
N
H
K
新
潟
放
送
局

　
　
　
　
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
金
子
拓
氏

　
　
　
　
を
迎
え
、
パ
ネ
ラ
ー
に
県
立

　
　
　
　
十
日
町
病
院
内
科
医
長
の
樋

　
　
　
　
口
渉
氏
、
新
潟
骨
髄
バ
ン
ク

　
　
　
　
推
進
連
絡
会
議
代
表
の
金
子

和
子
氏
、
青
年
会
議
所
の
小
林
弘
樹
氏

の
三
人
が
出
席
。
骨
髄
バ
ン
ク
ヘ
の
理

解
を
熱
っ
ぽ
く
語
り
、
ま
た
、
会
場
か

ら
も
質
問
が
で
る
な
ど
意
義
深
い
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

◆
ご
連
絡
く
だ
さ
い
◆

　
市
内
で
も
太
田
健
介
さ
ん
が
骨
髄
提

供
者
を
待
ち
続
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
一
、
○
○
○
名
を
超
え
る
方
か
ら

検
査
を
し
て
い
た
だ
き
、
五
月
三
十
一

日
現
在
八
三
三
名
の
照
合
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
し
か
し
、
成
分
献
血
の
検
査

結
果
が
手
元
に
届
き
、
型
の
照
合
が
済

ん
で
な
い
方
が
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

手
元
に
届
き
照
会
の
済
ん
で
い
な
い
人

一
は
、
太
田
健
一
（
南
鐙
坂
・
盈
5
7
1
9

4
1
0
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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まちづくり特別補助事業
嘩
戯

塾
　
曜
．

　
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
を
有
効
に
活

用
し
、
自
ら
考
え
自
ら
行
い
個
性
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
市
内
の

団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
ま
ち
づ
く
り
計
画

を
作
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
ま

ち
づ
く
り
特
別
補
助
事
業
」
は
、
平
成

2
年
度
か
ら
始
ま
り
、
今
年
で
最
終
年

度
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
応
募
の
中
か
ら
、
六
月
一
日

㈲
、
審
査
委
員
会
（
市
の
庁
議
メ
ン
バ

ー
十
一
人
で
構
成
）
で
審
査
し
た
結
果
、

左
表
の
と
お
り
四
つ
の
団
体
・
グ
ル
ー

団体名1構成炎数） 伐表巻嶽 鞭藤業費 辞　藤　の　内　容

枯木又青年会
　（10人） 山田　栄 413千円

都市住民との交流の幅を広げるため、

地元の若者や子供たちに文化を受け継

ぎ、「自然観察池」や「自然観察の森」

設置の可能性を調査・研究する。

縄文芸術の郷を

考　え　る’会

　（12人）
佐野良吉 420千円

十日町市を「縄文芸術の郷」としての実

態調査や環境整備を研究する。縄文芸

術文化の創造とそのPR計画を探る。

大井田地区振興会 池田一吉 400千円
神宮寺境内を核にして、周辺環境整備

の調査研究とイベントの企画。大井田

文化を内外にPRするための調査研究。

下条地区振興会 長谷川吉二 534千円

貝ノ川周辺の総合プランをめざした調

査・研究。（川遊びなどを中心とした

水辺周辺計画等）

プ
が
採
択
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
に
は
、

計
画
策
定
に
要
す
る
事
業
費
の
十
分
の

九
（
最
高
三
十
万
円
ま
で
、
千
円
未
満

切
り
捨
て
）
が
補
助
金
と
し
て
交
付
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
三
年
間
に
採
択
さ
れ
た
団
体
・

グ
ル
ー
プ
は
延
べ
十
九
団
体
と
な
り
、

平
成
三
年
度
ま
で
に
四
、
二
四
四
千
円

が
補
助
さ
れ
、
今
年
度
一
、
二
〇
〇
千

円
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
団
体
主
体

の
事
業
実
施
は
、
市
の
支
援
な
ど
に
よ

り
逐
次
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
大

井
田
氏
サ
ミ
ッ
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
新
座
城
山
遊
歩
道
、

田
毎
の
月
周
辺
、
下
条
温
泉
活
用
の
各

整
備
が
予
定
さ
れ
、
着
々
と
地
元
で
創

意
工
夫
し
た
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

－
ま
た
、
平
成
四
年
度
の
地
域
づ
く
り

計
画
の
今
後
の
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
教
育
委
員
会

笹
山
遺
跡
出
土
品
、
国
・
重
文
指
定

　
　
　
　
記
念
講
演
会
（
祝
う
会
）

◆◆◆
会会日
費場時

◆
講
師

◆
演
題

◆
申
し
込
み

　
に
博
物
館
（
盈
5
7
1
5
5
3
1
）

　
火
焔
形
土
器
を
含
む
笹
山
遺
跡
出
土

品
一
括
（
九
二
八
点
）
が
、
こ
の
度
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
行
政
相
談
で

七
月
四
日
出
午
後
一
時
半

ク
ロ
ス
ー
0
大
ホ
ー
ル

五
、
O
O
O
円

　
（
火
焔
形
土
器
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
付
）

小
島
俊
彰
先
生

（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
助
教
授
）

「
縄
文
芸
術
に
せ
ま
る
」

ー
火
焔
形
土
器
を
再
現
し
て
ー

　
六
月
二
十
五
日
㈲
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
。

全
国
・
県
連
合
会
表
彰

治さん
・63歳）

庭
槁

　
庭
野
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
六
年
十

月
か
ら
十
年
間
、
市
の
教
育
委
員
と

し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
こ
の
度
、
全
国

と
県
連
合
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

関
東
管
区
行
政
監
察

　
　
ー
ー
局
長
表
彰

岡田信郎さ，ん
（中条島・70歳）

　
岡
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
か

ら
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
行
政
に

対
す
る
苦
情
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
重
文
指
定
を
記
念
し
て
、
市
と
博

物
館
友
の
会
で
は
講
演
会
と
祝
う
会
を

計
画
し
ま
し
た
。

　
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
と
こ
の
喜
び
を

と
も
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
多

数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
一
九
四
二
年
、
富
山
県
生
ま
れ
。
国

学
院
大
学
に
学
び
、
現
在
、
金
沢
美
術

工
芸
大
学
助
教
授
。
北
陸
を
中
心
に
、

縄
文
時
代
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。

主
な
論
文
に
、
「
有
孔
球
状
土
製
品
」

（
「
縄
文
文
化
の
研
究
」
第
九
巻
）
な
ど
。

※
T
V
番
組
に
て
火
焔
形
土
器
の
再
現

　
に
い
ど
む
．
．

人
権
相
談
で

法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状

武田文雄さん
（土市1・70歳）

　
武
田
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
三
年
二

月
か
ら
本
年
四
月
ま
で
の
長
き
に
わ

た
り
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
法
務
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
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∩
〆
軸
つ

水害に備え小千谷市で

　大規模な信濃川水防演習
～田村団長以下66名の消防団員が訓練に参加～

小雨に煙る中、パターゴルフに挑戦

　リゾート予定地珠川原を

　　　運・知・体力で縦断
～ウォークラリーに親子連れなど97組が参加～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ょ
う
け
ん
ぜ
き

　
五
月
二
十
六
日
㈹
、
小
千
谷
市
の
妙
見
堰
左

岸
下
流
の
河
川
敷
で
、
建
設
省
北
陸
地
方
建
設

局
な
ど
の
主
催
に
よ
る
「
信
濃
川
水
防
演
習
」

が
行
わ
れ
、
千
三
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
か
ら
は
丸
山
市
長
以
下
、
市
・
消

防
署
の
関
係
者
と
田
村
久
策
消
防
団
長
を
は
じ

め
と
す
る
六
十
六
名
の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
の
工
法
演
習
は
十
一
種
目
で
、
そ
の
内
当

市
の
消
防
団
は
木
流
し
工
な
ど
三
種
目
に
参
加

し
、
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
地
元
婦
人
会
な
ど
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
や
小
学
生
に
よ
る
避
難
訓
練
、
自
衛
隊

と
県
警
本
部
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
訓

練
な
ど
、
水
害
を
想
定
し
た
訓
練
が
手
際
よ
く

行
わ
れ
ま
し
た
．

」し

　
珠
川
原
縦
断
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
が
、
五
月
二

十
四
日
㈲
リ
ゾ
ー
ト
開
発
予
定
地
の
珠
川
原
で

行
わ
れ
、
一
般
コ
ー
ス
（
約
十
キ
。
）
に
五
十
七

組
（
二
人
一
組
）
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
（
約
五

キ
。
）
に
四
十
組
が
参
加
。
こ
の
催
し
は
、
あ
て

ま
塾
が
珠
川
原
の
自
然
、
産
業
、
歴
史
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
珠
川
の
人
た
ち
が
見
守
る
中
、

珠
川
集
会
所
を
次
々
に
ス
タ
ー
ト
。
途
中
環
境

実
験
ほ
場
で
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
の
腕
を
競
い
、
蚕

の
繭
に
つ
い
て
の
ク
イ
ズ
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
お
昼
に
珠
川
の
婦
人
た
ち
か
ら
豚
汁
の
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
た
後
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
採
り
を

し
て
、
珠
川
原
の
自
然
に
触
れ
合
い
な
が
ら
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

賄糊

響講
息の合った十日町市消防団、見事な木流し工を披露

欝糞鰯羅

一一一
一
一

●　　o　　■

▼

保坂綾子さん
　（6年）

わ
た
し
た
ち
の
・

国
際
交
流
ク
ラ
ブ

　
わ
た
し
た
ち
の
国
際
交
流
ク
ラ
ブ
は
、

今
年
か
ら
で
き
た
新
し
い
ク
ラ
ブ
で
部

員
が
十
三
人
い
ま
す
。

　
英
語
を
お
ぼ
え
て
話
せ
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
め
あ
て
に
、
毎
週
の
ク
ラ
ブ

の
時
間
が
ん
ば
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
活
動
内
容
と
し
て
、
手
紙

を
書
い
た
り
、
英
語
の
歌
を
歌
っ
た
り

話
す
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
い
つ
か
、

外
国
の
人
と
会
っ
て
話
を
し
た
い
と
も

考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
英
語
が
う
ま

く
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
英
語
げ
き
も

し
て
み
た
い
で
す
。
よ
そ
の
国
の
こ
と

を
知
る
た
め
に
、
今
度
外
国
料
理
も
作

り
ま
す
。

　
わ
た
し
は
、
よ
そ
の
国
の
人
と
手
紙

　　　　　　　絞　　　　　灘　　　墾鰯簿鋼

の
や
り
と
り
を
し
た
り

く
な
っ
て
、

〔飯塚児童雛剤

　
英
語
が
う
ま

、

　
　
　
　
　
早
く
い
ろ
ん
な
国
の
人
と

友
達
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

早く外国の人と友達になりたいな
佐藤憲司くん
　（6年）

児
童
会
の
歌

ぼ
く
た
ち
川
治
小
学
校
の
児
童
会
は
、

6
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妻有大橋開通イベントで、アマ無線クラブをアピール

「十日町アマチュア無線クラブ』

　　　　（会長　真霜由紀夫）

　　　自分の声が電波に乗って地球の裏側まで届く、はたま
鎌　　た地球を離れて宇宙まで飛びかう事を想像できますか。

．蒙i霧　　見知らぬ土地の見知らぬ人と自由に会話し、友達になれ

灘　　るアマチュア無線は大きな魅力です。
　　　無線を通じたレクリエーション活動を目的にJARL藻＋日町クラブを発足して7年目．日本アマチュア無線連

．籟黙　盟公認の地域クラブとして50名の会員が活動しています。

…i鑛電波の発信源を捜す競技養成課程講習会や忘・新年会

鱗そして・町づくりの一助にと雪まつりのPRや火彫土

の器をかドにして全国に＋日町を紹介してきました・

　　　アマチュア無線は近年急激に増え、数の上では世界一雛とレ、う．、ム人口1こなってレ、ます．アマチュアは良き社会

懸人であり、健全で親切であること．そして、進歩的で国

i購際的であることが提唱されています。数が増えるに御

磯いろんな問題が発生しているようです・ぜひ・アマチュ

議ア局を開設してい駄興味を持っている人は会に登録
　　していただき、正しい情報交流をしてみませんか。会で
懸は7月末から2週間、養成課程講習会を開きます．小学

麗／　生からお年寄りまで＼電波で国際交流や全国に友達をつ

i鐵難　くりたい方、ぜひ受講ください。なお、入会の申し込み

　　は、小川精一（智57－6682）まで連絡をお願いします。

おおぜいが参加してくれたアマ無線技士講習会

醇

大観衆の中走者一掃の3塁打を放った大渕選手

　
　
　
　
「
九
番
サ
ー
ド
大
渕
、
十
日
町
高
校
」
早
稲

～
　
　
田
大
学
の
先
発
メ
ン
バ
ー
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
神

ド
ち
　
　
　
　
　
　
　
も
り

引
　
　
宮
の
杜
に
こ
だ
ま
。
五
月
三
十
．
三
十
一
日
と

選
　
　
神
宮
球
場
で
行
わ
れ
た
伝
統
の
早
慶
戦
で
、
大

止の
　
　
渕
選
手
（
上
新
田
三
・
2
2
歳
）
は
大
活
躍
し
ま

蚤
　
　
し
た
。
雨
の
ふ
り
し
き
る
初
戦
で
は
、
一
回
裏

ご
否
　
　
二
死
満
塁
で
走
者
一
掃
の
三
塁
打
、
翌
日
の
試

ω
　
　
合
で
も
三
打
数
二
安
打
と
早
大
勝
利
に
大
き
く

　

節
　
　
貢
献
し
、
早
慶
両
校
の
大
応
援
団
の
中
は
つ
ら

殊野
　
　
つ
と
し
た
プ
レ
ー
を
展
開
し
て
く
れ
ま
し
た
。

字
　
　
　
大
渕
選
手
は
、
四
年
目
に
し
て
初
の
春
季
リ

天出
　
　
ー
グ
戦
に
三
塁
の
正
位
置
を
獲
得
し
、
十
日
町

サ
ロ
ロ耐
　
　
初
の
六
大
学
で
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
選
手
と
な
り
ま

午～
　
　
し
た
。
少
年
野
球
の
メ
ッ
カ
十
日
町
。
大
渕
選

　
　
手
を
目
指
し
て
頑
張
れ
！
ち
び
っ
こ
選
手
。

大渕隆選手伝統の

　　　　　早慶戦で大活躍
～早稲田大学野球部で9番3塁の正選手に～

昨
年
児
童
会
の
シ
ン
ボ
ル
を
作
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
、
作
曲
委
員
会
を
中
心
に

全
校
で
案
を
出
し
合
い
、
児
童
会
の
歌

を
作
り
ま
し
た
。
　
昨
年
の
六
年
生
を

送
る
会
の
時
、
児
童
会
の
歌
の
発
表
会

を
し
、
初
め
て
全
校
で
歌
い
ま
し
た
。

　
今
で
は
児
童
朝
会
を
は
じ
め
、
児
童

会
の
行
事
の
時
、
指
揮
も
ピ
ア
ノ
も
子

供
た
ち
が
し
て
元
気
に
歌
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
会
の
歌
は
「
元
気
よ
く
」
「
明
る

い
あ
い
さ
つ
」
「
生
き
生
き
」
「
助
け
合

い
」
な
ど
、
ぼ
く
た
ち
が
こ
う
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
歌
っ
て
い
ま

す
。　
こ
れ
か
ら
も
児
童
会
の
歌
を
歌
い
続

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

誰｛識繭幽｛識命識識｛鴛●き1ナ

篭しんでいるサークル・｝●思で
艦クラブなどを紹介する憂●い活

1コーナーで弗のコ13縁
篭一ナーで自分たちの頑｝●　・児，

1張つている姿をアピー13艶、．

篭ルしてみませんか・　｝●　　に
篭　総務課文書広報係　｝●　　し

1（　3111内線214）13て
論叩叩Ψ叩rρ寧叩響叩寧調

い指揮もピアノも自分たち。児童会の歌で元気ハツラツ

7とrお∬夢3平成4年6月10日



羅
　
　
　
（
㈱
ハ
ピ
ネ
ス
繋
．
2
3
歳
）

　
　
　
　
　
　
さ
ち
　
　
　
こ

保
坂
幸
子
さ
ん
國　　人式で振袖を着てから着物に興味を持ち、着
　　物の知識や技術を身に付けたくてUターンし

　て3年目。地元の専門学校で学んだ後、内装が明

　るく、スペースが広いのが気に入り3月に出来た

　ばかりの今の会社を選びました。仕事は、反物の

裁断、柄合わせやへら付けなどで、いろいろな着
ゑ

き物のデザインがわたしの目を楽しませてくれます。
き　　　＿
雁挺カラオ乞が好翫5月末に1まディズニ
き　　一フンドに行って来ました。今年の夏は友人
1と北海道旅行をする予定でこれから計画を立て

1るのを楽しみにしています。カラオケは、ニュー
き

1ミュージックをよく歌い、今度こぶしの効いた演

歌に挑戦しようかなあと思っているんですよ。

圏壽蝉鷺塁亘毅麓粟森総空

冬でも家族連れで泳げる温水プールがいっしょに

なったような屋内施設がほしいですね。

叢
雛
　
鱗
騨
難
難
灘
雛

　
　
　
　
　
　
の
ぶ
　
　
あ
き

酒
井
信
顕
さ
ん

　
　
　
（
㈱
関
芳
編
山
谷
．
2
。
歳
）

灘
鍛
　
　
　
藻

醗
　
　
　
鱗

鰍

鍔

明
日
の
十
日
町
を
担
う
若
者
登
場
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
す

る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
個
人
・
会

社
の
推
せ
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

　
　
■
連
絡
先
　
総
務
課
支
書
広
報
係

　　　　　　一　　　　
驚　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　》

圏校卒業後すぐ入社して3年目・1年目は串

　　荷部で製品の発送をし、2年目から事業部で

振袖の営業を担当しています。明るく、さわやか

にテキパキと対応できたらいいなあと思っていま

す。お客様から「酒井さんを担当にお願いします」

と指名を受けた時は、うれしく思い、頑張らなけ

ればと決意を新たにします。

團　　味は、ドライブとツーリング。先日も会社の
　　同僚と富士山のふもとまでドライブに行って

来ました。南アルプスヘのツーリングを計画中で、

今から楽しみにしています。

麗日町の着物は凍京や京都でもけっこう有名

　　なんですよ。きものまつりで、よりおおぜい

の人たちから着物を着て参加してもらうなどのエ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　イコけル夫をし、イベントを充実していけば、「着物のまち＝

十日町」というイメージがもっと知られるように

なるのではないかと思います。

鯵
窟
刀
岬
枷

0西

　
わ
た
し
の
ふ
る
さ
と
は
、
九
州
大
分

県
の
日
田
市
で
す
。
徳
川
時
代
末
期
、

　
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
せ
た
ん
そ
う

漢
学
者
で
有
名
な
広
瀬
淡
窓
先
生
を
輩

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
ぎ
え
ん

出
し
た
町
で
、
私
塾
威
宜
園
や
代
官
所

が
あ
り
ま
す
。
周
り
を
山
に
囲
ま
れ
、

　
　
　
　
　
み
く
ま
が
わ

町
の
真
中
を
三
隈
片
が
流
れ
る
美
し
い

自
然
に
恵
ま
れ
た
山
紫
水
明
の
地
で
す
。

昨
年
の
秋
の
台
風
で
や
ら
れ
ま
し
た
が
、

日
田
杉
の
名
で
知
ら
れ
る
全
国
的
に
有

名
な
林
業
地
帯
で
す
。
ま
た
、
椎
茸
の

ど
ん
こ
、
日
田
漆
器
の
名
産
地
で
も
あ

り
ま
す
。

　
十
日
町
の
雪
ま
つ
り
、
き
も
の
ま
つ

り
に
匹
敵
す
る
祭
り
、
三
隈
川
の
川
開

き
は
多
く
の
観
光
客
と
市
民
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
か
が
り
火
を
た
い
た
百
艘
余

り
の
屋
形
船
が
繰
り
出
し
、
長
良
川
の

う
飼
い
の
よ
う
な
鮎
取
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
ま
た
着
物
を
着
た
市
民
が
、
日
田
音

頭
に
合
わ
せ
て
町
中
を
踊
り
で
練
り
歩

き
、
華
や
か
な
川
開
き
と
な
ゆ
ま
す
。
そ

し
て
、
春
ら
ん
ま
ん
の
四
月
に
は
、
三
隈

川
の
中
州
に
あ
る
桜
の
名
所
亀
山
公
園

ん
さ
）

　
　
歳
ヨ
74
ク
．

ト
■
町

　
　
校

野
学

　
　
（

庭

　　ひ　た　し
大分県日田市

は
、
花
見
客
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
十
日
町
に
住
ん
で
二
十
年
。
今
年
は

結
婚
五
十
年
の
金
婚
式
と
、
人
生
の
節

目
を
迎
え
ま
し
た
。
雪
に
接
す
る
機
会

が
な
か
っ
た
ん
で
、
来
た
当
時
、
最
初
は

び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
雪
に

も
方
言
に
も
慣
れ
、
住
め
ば
都
で
す
っ

か
り
十
日
町
の
人
に
な
り
ま
し
た
。
民

踊
を
長
く
続
け
て
い
る
お
か
げ
で
友
達

も
た
く
さ
ん
で
き
、
週
二
回
の
公
民
館

で
の
練
習
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
民
踊
を
生
き
が
い
に
、
師
範
を

目
指
し
て
主
人
と
仲
良
く
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山ロ県

a田布

　蕪難
熊本県

8

福岡県

σ

つ
ジ
　
つ
つ
適
旭
O
O
む
£
◎
◎
0
0
0
（
U
O
O
O
9



●
●

63

〈材料〉（7～8人分）

いわし∴・20尾￥ひじき…％

袋弱、万能ねぎ…4～5本、

卵…2個￥みそ…大さじ3、

しようが…少々

，
鍵
鳶

』
隙
わ
膨
の
担
み
難
風
が
ぢ
揚
麟
『

小海華子さん

（盃讐堅議）

　
子
供
た
ち
に
大
好
評
の
一
品
で
す
。

骨
も
入
れ
ま
す
が
細
か
く
す
る
の
で
あ

ま
り
気
に
な
り
ま
せ
ん
。
ひ
じ
き
も
入

っ
て
カ
ル
シ
ウ
ム
満
点
で
す
。
冷
め
て

も
お
い
し
い
の
で
、
お
弁
当
に
も
喜
ば

れ
る
ん
で
す
よ
。
青
ジ
ソ
の
葉
で
巻
く

と
お
酒
の
お
つ
ま
み
に
と
て
も
合
い
ま

す
。
レ
モ
ン
を
添
え
て
ど
う
ぞ
！

〈
作
り
方
〉
①
い
わ
し
は
頭
と
ワ
タ
を

取
っ
て
洗
い
、
荒
く
切
っ
て
か
ら
カ
ッ

タ
ー
で
す
り
つ
ぶ
す
。
（
ま
な
板
に
と
り
、

包
丁
で
小
さ
く
た
た
き
切
っ
て
か
ら
す

り
鉢
で
す
っ
て
も
よ
い
）

②
ね
ぎ
と
も
ど
し
た
ひ
じ
き
は
、
細
か

く
切
っ
て
お
く
。

③
卵
は
溶
い
て
つ
な
ぎ
に
す
る
。

④
し
ょ
う
が
は
す
り
お
ろ
す
。

⑤
材
料
全
部
を
よ
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
一

口
く
ら
い
の
大
き
さ
に
し
、
熱
し
た
油

で
き
つ
ね
色
に
揚
げ
る
。

※
す
り
身
を
揚
げ
る
と
き
、
ご
は
ん
用

の
し
ゃ
も
じ
二
本
を
使
い
、
す
り
切
る

よ
う
に
油
に
入
れ
る
と
簡
単
で
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　　　　　・』瀦颯V（♂

　すごく人見知りするんで、知らない人がいるとおばあちゃん

から離れないんで大変なんだって。でも「おかあさんといっし

ょ」を見たり￥ダンブカーのおもちゃで元気よく遊んでいるよ。

　　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

鐙島保育所

　　　⑳グ

　
初
め
て
作
っ
た
誕
生
カ
ー
ド
な
の
。

か
わ
い
い
「
ね
ず
み
」
で
し
ょ
。
手
や
足

を
つ
け
る
の
が
む
ず
か
し
か
っ
た
わ
。

　保育所で飼っている「うさぎさ

　　　　　　　　　ロん」を描いたよ。白くぬるところ

がいっぱいでたいへんだったんだ。

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

酒
井
宏
美
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
　
（
5
歳
）

柳
　
　
尚
宏
く
ん

0
侮
G
O
O
O
O
O
O
O
3
0
0
0
G
G

診
o

㌧
こ
㌧
霜
垣
勝

　
お
れ
が
そ
、
十
三
で
学
校
あ
が
っ
て
、

十
六
の
年
ま
で
東
京
の
石
炭
や
ガ
ス
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
っ
ち

ー
ク
ス
を
売
っ
て
い
る
店
屋
に
丁
稚
奉

公
に
い
っ
た
ん
そ
。

　
そ
の
頃
、
東
京
に
い
が
ん
に
は
、
朝

早
く
起
き
て
小
千
谷
ま
で
歩
い
て
来
迎

寺
ま
で
軽
便
に
乗
っ
て
、
そ
っ
か
ら
信

越
線
の
夜
行
で
十
四
時
間
も
か
か
っ
た

て
。
そ
の
ど
き
の
キ
ッ
プ
代
が
二
円
五

十
銭
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
わ
ん
だ
ど
も
。

　
奉
公
ど
き
は
、
毎
日
朝
五
時
か
ら
夜

な
べ
し
て
十
一
時
頃
ま
で
一
生
懸
命
か

せ
い
だ
て
。
そ
う
し
て
盆
や
正
月
に
小

遣
い
の
二
十
銭
か
三
十
銭
も
ら
っ
て
浅

草
に
芝
居
を
見
に
い
か
ん
が
う
れ
し
か

っ
た
の
。

二
さ
ん

（
麻
　
畑
・
87
歳
）

n
u
O
　
G
　
G

　霧霧

　
こ
っ
ち
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
も
と
も

　
う
ち
と
家
が
百
姓
し
て
い
な
か
っ
た
ん
だ
ん

が
、
荒
地
を
だ
ん
な
様
か
ら
借
り
て
開

墾
し
て
、
米
を
作
っ
た
り
、
へ
り
ょ
っ
と

り
し
て
稼
い
だ
ど
も
、
年
貢
が
高
く
て

せ
つ
な
か
っ
た
て
。
そ
い
だ
ん
だ
ん
が

農
地
開
放
し
て
も
ら
っ
た
ど
き
が
今
ま

で
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
。
村
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き
ば
さ
ん

青
年
団
て
や
ん
が
あ
っ
て
、
秋
葉
山
の

祭
り
や
、
秋
の
取
り
入
れ
が
終
っ
て
若

　
し
ょ
が
し
ら

い
衆
頭
の
家
に
み
ん
な
し
て
あ
つ
ま
っ

て
、
な
が
し
っ
ご
と
で
酒
を
飲
ん
だ
り
、

ご
っ
つ
お
を
く
わ
ん
が
楽
し
か
っ
た
の
。

　
若
い
ど
き
は
あ
ん
ま
り
体
が
丈
夫
で

な
か
っ
た
ど
も
、
大
病
も
し
な
か
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ

し
、
去
年
は
み
ん
な
の
衆
か
ら
八
十
八

の
祝
い
を
し
て
も
ら
っ
て
、
長
生
き
し

て
ほ
ん
と
う
に
良
か
っ
た
て
の
。

　
今
は
、
毎
日
の
よ
う
に
羽
根
川
荘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
よ

い
っ
て
風
呂
に
入
っ
て
い
ろ
ん
な
衆
と

話
を
し
た
り
、
足
腰
が
弱
ら
ね
よ
う
に
、

ボ
ケ
ね
よ
う
に
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
や

っ
て
一
日
一
万
歩
を
目
標
に
頑
張
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ
ま
ご

ら
ん
そ
。
今
年
は
お
か
げ
で
曾
孫
が
生

れ
て
元
気
な
顔
を
見
る
が
ん
が
楽
し
み

だ
て
の
。
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市
民
体
カ
テ
ス
ト

　
　
～
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
体
力
診
断
～

■
と
　
き
　
6
月
2
6
日
働
午
後
7
時
3
0

分
～
9
時

■
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
館
ト
レ
ー
ニ
ン

　
グ
室
ほ
か
。

■
対
象
健
康
な
人
な
ら
ど
な
た
で

　
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

■
費
　
用
　
3
0
0
円
（
診
断
料
）

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館
（
暦
52

　
1
4
3
7
7
）
へ
。

・
．
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難
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美
佐
島
路
健
康
ウ
ォ
ー
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■
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6
月
2
1
日
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小
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決
行

受
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午
前
8
時
　
来
迎
寺
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出
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”
午
前
9
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コ
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猿
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沼
↓
津
池
↓
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迎
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1
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■
参
加
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小
学
校
低

学
年
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
費
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円
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■
申
し
込
み
　
小
林
松
太
郎
（
田
中
町

　
西
奮
5
7
1
8
4
7
7
）
へ
。
当
日
の

　
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
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馨
レ
デ
ィ
ス

灘
ソ
フ
ト
テ
．
天

難
　
ス
ク
ー
ル
会
員
募
集

■
と
　
き
　
6
月
1
3
日
～
1
0
月
31
日
の

毎
週
土
曜
日
　
午
後
7
時
3
0
分
～
9

時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
城
ヶ
丘
庭
球
場
（
雨
天
の

場
合
は
市
民
体
育
館
）

■
参
加
資
格
　
主
に
初
心
者
の
人

■
参
加
費
　
3
、
0
0
0
円
（
保
険
料

含
む
。
当
日
持
参
）

■
申
し
込
み
　
実
施
日
に
直
接
会
場
で

受
け
付
け
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ソ
フ
ト
テ
ニ
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連
盟

湯
沢
一
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（
本
町
1
上
盈
5
7
1
9
1

6
6
）
へ
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ウ
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ー
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ラ
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大
会

　
　
～
ふ
る
さ
と
再
発
見
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■
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き
　
6
月
2
1
日
㈲
　
雨
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午
前
9
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午
前
1
0

時
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1
2
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3
0
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■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館
集
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■
参
加
資
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一
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ム
2
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以
上
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編
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（
小
学
生
以
上
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し
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■
参
加
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一
人
3
0
0
円
（
当
日
受

付
で
納
入
）

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
雨
具
、
歩
き

や
す
い
服
装

臼
申
し
込
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6
月
1
6
日
㈹
ま
で
に
十

日
町
市
公
民
館
（
智
5
7
－
5
0
1
1
）

　
へ
申
込
書
を
提
出
し
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だ
さ
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薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
楽
し
い
「
釣
」

を
手
ほ
ど
き
し
ま
す
。

■
と
　
き
　
6
月
2
8
日
㈲
　
雨
天
決
行

　
集
合
”
午
前
6
時
　
競
技
H
6
時
3
0

　
分
～
午
後
2
時

■
と
こ
ろ
　
大
　
池
（
現
地
集
合
）

■
対
象
小
・
中
学
生

■
参
加
費
　
無
料
（
昼
食
持
参
）

■
募
集
人
員
　
4
0
人

■
申
し
込
み
　
6
月
2
0
日
ω
ま
で
に
キ

　
ジ
マ
釣
り
具
店
（
駅
通
り
費
5

2
1
2

　
4
7
8
）
ま
た
は
十
日
町
市
観
光
協

　
会
（
智
5
7
－
3
3
4
5
）
へ
。
当
日

　
の
現
地
参
加
も
で
き
ま
す
。

嚢
＋
日
町
市
錨
護

一

■
と
　
き
　
6
月
2
0
日
ω
・
2
1
日
㈲

20

日
”
午
前
9
時
～
午
後
9
時

21

日
H
午
前
9
時
～
午
後
5
時

■
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館
（
学
校
町
1
）

■
入
場
料
　
無
　
料

■
展
示
部
門
　
日
本
画
、
洋
画
、
版
画
、

前
衛
、
彫
塑
、
工
芸
、
書
道
、
写
真

■
問
い
合
わ
せ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
（
学
校
町
1
費
5
7
1
5
0
1
1
）
へ
。
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繋

国の事業ローン 経営多角化ローン

ご融資
限　度

4，000万円
5，200万円

げ　6，000万円

ご融資
期　間

運転資金5年以内

設備資金10年以内
20年以内

利　率 年6．2％ 年6．2％～6．5％

・灘難難灘灘鐡灘鰹雛鞭・懸懸鞭
　　、難灘灘難欝慧鰯1き…懸灘慧縫麟一
　　．『…鱈鐵灘欝轄鵜纏灘灘灘織麟麟灘嚢鑛
L

　在学資金
50万円ぽ150万円

　　（内枠限度）

入学資金

150万円

高校、短大、専修学校など…5年以内
大学、高専など……………6年以内

　　　　　年6．0％

ご融資

限度
ご融資

期間
利率
鍵灘灘鍵難』．…羅灘1雛、難馨難灘灘鍵纏灘』

国
保
加
入
の
皆
さ
ん
へ

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　
　
　
　
　
　
届
け
出
を

◆
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
の

　
　
　
　
　
3
つ
の
注
意
点

①
必
ず
警
察
に
届
け
る
（
事
故
証
明
書

　
が
必
要
な
た
め
）

②
国
保
に
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害

　
届
」
を
提
出
す
る
。

③
国
保
に
相
談
し
て
か
ら
示
談
す
る
．

◆
医
療
費
は
加
害
者
が
負
担

　
交
通
事
故
の
よ
う
に
、
第
三
者
の
行

為
に
よ
っ
て
ケ
ガ
を
し
た
と
き
は
、
加

害
者
が
そ
の
医
療
費
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

◆
国
保
で
治
療
を
受
け
る
と
き

　
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
被
害
届
」
や

「
事
故
証
明
書
」
な
ど
を
提
出
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
早
め
に
国
保
係
に
連

絡
や
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◆
示
談
は
慎
重
に

　
　
示
談
を
結
ん
で
し
ま
う
と
、
そ
の
示

　
談
の
取
り
決
め
の
内
容
が
優
先
す
る
こ

　
と
が
あ
り
、
示
談
の
成
立
以
後
は
加
害

　
者
に
請
求
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ

　
り
ま
す
。
示
談
を
結
ぶ
前
に
必
ず
国
保

　
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
◆
原
付
バ
イ
ク
も
任
意
保
険
を

　
　
自
賠
責
保
険
だ
け
で
は
、
損
害
賠
償

　
金
に
足
ら
ず
、
生
活
が
非
常
に
苦
し
く

　
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
任

　
意
保
険
に
も
加
入
し
ま
し
よ
う
。

　
■
問
い
合
わ
せ
　
保
健
衛
生
課
国
保
係

　
（
智
内
線
m
）
へ
。

交
通
事
故
磯
相
談

　
■
相
談
日
　
月
～
金
曜
日
午
前
9
時
3
0

　
　
分
～
午
後
4
時
4
0
分

　
■
弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
水
曜
日
午
後

　
　
1
時
～
4
時

　
※
新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

　
　
i
（
智
幡
－
泌
1
2
2
2
5
）
へ
。

一一一一一一一一一一一一一一『甲一一一一一一一一一一「「1一一一一一一一｝｝｝一一一一一一－一一一一一一一一一騙一辱一一一一「一1「一一一一一扁「一』一「一一

70
■と　き　6月23日㈹午後1時～4時　■ところ　十日町商工会議所

■内　容　①発注に関する相談②下請取引きに係る苦情、紛争に関する

相談③設備貸与制度・設備近代化資金貸付制度等の各種金融相談など。
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家
族
介
護
教
室

　
　
　
～
一
般
公
開
講
座
～

■
と
　
き
　
6
月
2
0
日
㈲
午
後
2
時

～
3
時
3
0
分

■
と
こ
ろ
　
三
好
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　
ン
タ
ー

■
内
　
容
　
介
護
講
座
』
老
人
介
護
に

必
要
な
基
礎
知
識
」

講
師
H
中
山
康
夫
氏
（
中
条
病
院
長
）

介
護
用
品
展
示
会
同
時
開
催

■
参
加
費
無
　
料

■
問
い
合
わ
せ
　
三
好
園
デ
イ
サ
ー
ビ

　
ス
セ
ン
タ
ー
（
盈
5
6
1
2
1
0
6
）
へ
。

精
神
薄
弱
者
更
生
施
設

「
や
い
ろ
の
里
（
仮
称
）
」

　
　
　
　
　
　
入
所
者
募
集

■
と
こ
ろ
　
北
魚
沼
郡
小
出
町
大
字
岡

新
田
㎜
番
地
3

■
入
所
対
象
者
　
1
5
歳
以
上
の
精
神
薄

弱
者
で
、
生
活
上
保
護
と
指
導
が
必

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　｝　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　一　　　　　　『　　　　　一　　　　　甲　　　　一　　　　一　　　　幽　　　一　　　一　　一　　一　　一　一　一　一
一一

要
な
人
。
原
則
と
し
て
在
宅
者
を
優

先
し
ま
す
。

■
入
所
予
定
人
員
　
5
0
人
（
男
3
0
人
、

女
2
0
人
）

■
入
所
予
定
日
　
平
成
5
年
4
月
1
日

■
費
　
用
　
本
人
の
収
入
、
家
族
の
課

税
状
況
等
に
よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

■
申
し
込
み
　
6
月
3
0
日
㈹
ま
で
に
社

会
福
祉
事
務
所
援
護
係
（
智
内
線
m
）

　
へ
。税
務
職
員

　
　
（
税
務
大
学
校
生
）
募
集

塵
受
験
資
格
　
昭
和
4
7
年
4
月
2
日
～

　
5
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

■
試
験
日
・
内
容
　
第
一
次
試
験

9
月
1
3
日
㈲
　
教
養
試
験
、
遭
性
試

験
、
作
文
試
験

■
申
し
込
み
　
7
月
1
日
㈱
～
8
日
㈱

ま
で
に
人
事
院
関
東
事
務
局
（
〒
㎜

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
1
1
3
1

　3

盈
03
1
伽
ー
1
6
2
1
）
へ
。
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一

警
察
冒
（
大
学
卒
）
募
集

■
採
用
予
定
日
　
平
成
5
年
4
月
1
日

■
受
験
資
格
　
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
か

ら
4
6
年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た

男
子
で
、
大
学
（
短
期
大
学
除
く
）

を
卒
業
し
た
人
ま
た
は
来
年
3
月
31

　
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

■
試
験
日
　
第
一
次
試
験

　
7
月
1
9
日
㈹
　
新
潟
県
庁

■
申
し
込
み
　
7
月
3
日
働
ま
で
に
十

日
町
警
察
署
警
務
課
（
智
5

2
1
3
1

7
1
）
へ
。

「
県
民
ヘ
ル
シ
ー
料
理

コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

■
応
募
部
門
①
ヘ
ル
シ
ー
ク
ッ
キ
ン

グ
（
健
康
面
に
留
意
し
た
一
食
分
の

家
庭
料
理
）
②
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ッ
キ

　
ン
グ
（
子
供
と
家
族
で
一
緒
に
考
え

健
康
面
に
留
意
し
た
一
食
分
の
家
庭

料
理
）

　　　　原付バイクと普通貨物
　　ヨ　謬　　　　　　　トラックが衝突

　　　　　　5月20日㈱午後7時15分ご
　　　　　ろ、市道本町西線で55歳の女性

が運転する原付バイクと施設から進入して

きた57歳の男性の運転する普通トラックが

衝突し、女性が重傷を負う事故が発生しまし

た。左右の安全確認をしっかり行いましょう。

　
■
応
募
規
定
　
県
内
在
住
の
個
人
で
、

　
　
ア
イ
デ
ア
に
富
み
未
発
表
の
作
品

　
■
応
募
方
法
　
①
献
立
名
、
料
理
名
②

　
　
材
料
③
作
り
方
④
応
募
料
理
に
ま
つ

　
　
わ
る
体
験
事
例
や
感
想
な
ど
の
コ
メ

　
　
ン
ト
⑤
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

　
　
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を

　
　
明
記
し
郵
送

　
■
応
募
先
　
7
月
3
日
働
ま
で
に
県
環

　
　
境
保
健
部
医
務
薬
事
課
「
県
民
ヘ
ル

　
　
シ
i
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
係
（
〒
蜘
新

　
　
潟
市
新
光
町
4
1
1
智
晒
－
踊
1
5

　
　
5
1
1
）
」
へ
。

　
朗
読
の
勉
強
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
に
し
け
い

　
　
元
N
S
T
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
小
西
慧

　
ど
う

　
道
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
、
朗
読
の
勉

　
強
会
を
行
い
ま
す
。

　
■
と
　
き
　
6
月
2
0
日
d
b
午
後
1
時
3
0

　
　
分
～

　
■
と
こ
ろ
　
十
日
町
市
公
民
館

　
■
問
い
合
わ
せ
　
数
藤
洋
子
（
高
田
町
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粛鷹赫 発生件数 負傷者数 死者数

十日町市
平成4年 21（51） 23（55） 1（1）

平成3年 29（58） 28（59） 1（1）

川西町
津南町
中里村

平成4年 11（40） 11（48） 0（0）

平成3年 13（38） 14（46） 0（1）

計
平成4年 32（91） 34（103） 1（1）

平成3年 42（96） 42（105） 1（2）

3
東
費
5
7
1
4
7
6
0
）
へ
。

酒
害
の
懇
談
会

　
つ
い
酒
を
飲
み
過
ぎ
る
人
、
ま
た
は

そ
の
ご
家
族
の
会
で
す
。

■
と
　
き
　
6
月
1
9
日
働
午
後
1
時
3
0

　
分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
（
智
5
7

　
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課

　
保
健
衛
生
係
（
智
内
線
齪
）
へ
予
約

　
し
て
く
だ
さ
い
。

心
の
健
康
相
談

■
と
　
き
　
6
月
2
6
日
働
午
後
1
時
3
0

分
～
3
時

■
と
こ
ろ
　
十
日
町
保
健
所

■
担
　
当
　
野
村
医
師
（
田
宮
病
院
）

■
申
し
込
み
　
十
日
町
保
健
所
ま
た
は

　
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係
へ
。

葦回1葵遮安全キャンベーン

■梅雨どきの交通事故防止

　梅雨時期は・二　　　　　　醐．や
輪車、自転車など　　　’ミミジ．鳩

の事故が多発しま　　　　　　P働
す。傘さし運転や　　　　ζ、・，’
片手運転は絶対に　　　　　　　　）

やめましょう。

5月中の交通事故発生状況　（）は累計

とおかまちの自然

　　（理科センター〉

シャガ⑬

林の中や湿った日陰を好む高さ30～6（

のアヤメ科の多年草です。葉はアヤメ

　花は径5㌢ほどで全体が白く、紫斑か

あり5～6月にかけて花茎が枝分かれし

て、枝咲きになります。

　中国より伝来して日本で野生化したも

のと考えられています。

　シャガに比べ著しく小型なものにヒメ

シャガがあります。花は淡紫色を帯び、

鉢植えにして鑑賞されています。

　　■と　き　6月28日（日）開演：午後2時
’

　　薩ところ　市民会館ホール　■前売券　大人二1，800
　　　円、小・中・高校生：1，200円（当日200円増し）

77とr・お‘∬蓄豊　平成4年6月10日

翫



」

雌
　
明
治
の
は
じ
め
、
十
日
町
に
街
灯

が
あ
り
、
そ
れ
は
ガ
ス
灯
で
あ
っ
た

と
い
っ
た
ら
、
び
っ
く
り
す
る
人
が

多
い
の
で
は
な
い
か
。
明
治
九
年
一

月
の
小
九
区
会
議
で
、
本
町
通
り
に

街
灯
を
設
置
す
る
こ
と
が
決
議
さ
れ

た
。
当
時
の
小
九
区
と
い
う
の
は
、

十
日
町
・
原
・
山
本
で
構
成
さ
れ
て

い
た
。

　
十
日
町
中
央
通
り
は
、
当
地
方
の

中
心
で
街
区
も
整
っ
て
お
り
、
諸
国

か
ら
の
縮
商
人
が
入
っ
て
く
る
繁
華

街
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
町
づ
く
り
が
考
え
ら
れ
た
。
そ

れ
に
、
肝
心
な
中
央
通
り
が
、
夜
に

　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
ち
ん

な
る
と
真
暗
で
提
灯
を
持
た
ず
に
は

と
て
も
歩
け
る
と
こ
ろ
で
な
く
、
そ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
危
な
い
事
故
も

時
々
起
こ
っ
て
い
た
。

　
街
灯
設
置
が
決
議
さ
れ
る
と
、
具

体
的
な
対
策
は
さ
っ
そ
く
手
際
よ
く

進
め
ら
れ
、
二
月
に
は
県
の
許
可
も

お
り
た
。
雪
消
え
を
待
っ
て
工
事
に

は
い
り
、
何
と
か
縮
市
に
間
に
合
わ

せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
町
通
り
一

之
町
か
ら
四
之
町
ま
で
延
長
二
七
五

間
（
約
五
〇
〇
材
）
の
両
側
に
五
基

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん

ず
つ
、
計
十
基
が
立
ち
、
種
油
で
行

ど
ん灯
を
と
も
す
の
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ

明
る
さ
で
、
町
民
を
驚
か
せ
た
。
燃

料
は
原
油
を
精
製
し
た
石
炭
油
と
呼

ば
れ
る
も
の
で
、
ガ
ス
灯
と
い
い
、

こ
れ
も
め
ず
ら
し
い
ガ
ラ
ス
の
筒
の

中
で
美
し
い
ほ
の
お
を
見
せ
て
い
た
。

　
一
基
で
一
晩
に
十
五
銭
も
経
費
が

か
か
る
の
で
、
毎
晩
点
灯
す
る
わ
け

に
は
い
か
ず
、
縮
市
や
祭
礼
な
ど
の

と
き
に
限
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
の
年
に
原
村
の
湯
沢
新
六
が
石

油
精
製
営
業
を
県
庁
に
願
い
出
て
い

る
が
、
ガ
ス
灯
用
の
製
油
を
計
画
し

た
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　轟、豪

県
展
で
奨
励
賞
に
入
賞
し
、

　
　
　
　
郡
市
内
で
四
人
目
の
無
鑑
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
遠
田
さ
ん
は
、
第
四
十
七
回
県
美

術
展
覧
会
写
真
部
門
に
「
7
0
0
0

本
の
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
」
を
応
募

し
、
第
二
十
八
回
展
の
奨
励
賞
、
二

十
九
回
展
の
県
展
賞
に
続
き
三
回
目

の
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。
県
展
賞

と
奨
励
賞
合
わ
せ
て
三
回
以
上
の
受

賞
作
者
が
推
挙
さ
れ
る
県
展
無
鑑
査

に
推
挙
さ
れ
る
見
通
し
で
、
郡
市
内

で
は
九
年
ぶ
り
四
人
目
、
写
真
部
門

で
は
初
の
無
鑑
査
と
な
り
ま
す
。

　
今
回
の
作
品
は
、
夜
の
雪
原
に
幻

想
的
に
と
も
る
7
0
0
0
本
も
の
ス

ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
の
数
と
広
さ
に
魅

了
さ
れ
、
昨
年
に
続
き
撮
っ
た
も
の

で
、
三
年
前
か
ら
研
究
し
て
い
た
「
月
」

の
撮
影
方
法
と
コ
一
重
撮
り
」
の
技

法
を
使
用
し
ま
し
た
。

　
だ
れ
も
が
撮
影
し
な
い
の
は
「
月
」

籍
艇
再田却　仙

遠

難懸鱒覇購

と
考
え
、
最
初
に
撮
っ
た
満
月
を
知

人
に
見
せ
た
と
こ
ろ
、
写
真
の
中
で

の
月
の
面
積
の
割
合
が
多
か
っ
た
せ

い
か
、
「
こ
れ
は
何
」
と
言
わ
れ
、
そ

の
こ
と
が
今
回
の
三
日
月
を
撮
影
す

る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
撮
影
の
時
に
心
が
け
て
い
る
こ
と

は
失
敗
し
な
い
こ
と
。
天
候
や
時
刻

な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
そ
の
都
度
、

フ
ィ
ル
タ
ー
の
交
換
や
露
光
調
整
を

し
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
き
、
写

真
の
構
図
を
練
り
ま
す
。

　
「
写
真
歴
が
長
い
だ
け
の
初
心
者

な
ん
で
す
よ
」
と
、
屈
託
の
無
い
笑

顔
を
見
せ
る
遠
田
さ
ん
は
、
写
真
で

自
分
の
世
界
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

被
写
体
を
前
に
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の

ぞ
く
目
は
、
写
真
に
対
す
る
情
熱
が

あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
で
す
。
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今
月
の
表
紙

議
鎌
轟
五
旦
二
＋
一
日
⑲
＋
日
町
．
“

慧
灘
下
条
。
L
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
コ
ー

灘
　
灘
ス
で
第
五
回
新
潟
県
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
協
会
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
市
外
か
ら
五
十
四
人
、
市
内
か
ら

三
十
人
が
参
加
。
参
加
者
は
、
地
図
と

コ
ン
パ
ス
を
片
手
に
、
や
ぶ
の
中
な
ど

に
設
置
さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

探
す
の
に
悪
戦
苦
闘
。
ど
ろ
だ
ら
け
に

な
り
な
が
ら
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

灘
苺
編
集
後
記

　
六
月
に
入
り
、
じ
と
じ
と
と
し
て
気

持
ち
の
悪
い
梅
雨
の
季
節
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
な
ぜ
か
別
名
こ
の

月
を
水
無
月
と
い
い
ま
す
が
、
旧
暦
で

は
こ
の
頃
が
夏
の
始
め
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
ま
た

雨
に
よ
る
災
害
等
の
発
生
も
心
配
で
す
。

充
分
な
注
意
と
安
全
対
策
が
必
要
で
す
。

　
広
報
を
担
当
し
て
三
カ
月
目
、
な
れ

な
い
取
材
に
、
原
稿
書
き
に
と
頭
を
悩

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．
㊥
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